日本学生支援機構貸与奨学金　奨学生推薦書
（本書類は、申請のあった学生を一橋大学が推薦するにあたっての参考資料として使用します。本紙の提出が必要なのは、大学院生（法科大学院除く）のうち、
入学後1年を経過した後に申込む方のみです。お手数をおかけいたしますがご協力をお願いいたします。）

年　月　日
一橋大学長　殿
　私は、日本学生支援機構の定める基準に照らし、以下の者を大学院奨学生としてふさわしい者として推薦します。

被推薦者
	所属研究科
	課程
（修士／専門職／博士から選択）
	氏名
	学籍番号

	
	
	
	



推薦者（被推薦者の指導教員またはそれに準じる方）
	所属
	職位
	氏名
	ご連絡先メールアドレス

	
	
	
	


※紙で提出する場合のみ要押印				  
推薦所見（分量は最大で枠内を目安。下記学力基準をご参照ください）
	



【提出方法】　教員ご本人からご提出をお願いいたします。
[bookmark: _GoBack]メールによるデータ（WordまたはPDF）提出：本学メールアドレスからの送信にてお願いします。この場合、押印不要です。
送付先：scholarship@ad.hit-u.ac.jp （一橋大学学生支援課奨学事業係）
件名：「2023大学院生推薦」を冒頭に含めてください。
※郵送または持参による提出も可能ですが、この場合は押印（スタンプ印不可）をお願いします。
送付先：186-8601　東京都国立市中2-1 一橋大学学生支援課奨学事業係（Tel: 042-580-8139）

参考：日本学生支援機構貸与奨学金 学力基準（抜粋）
	区分
	第一種奨学金・併用貸与
	第二種奨学金

	修士・専門職学位課程
	大学等・大学院における成績が特に優れ、将来、研究能力又は高度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力を備えて活動することができると認められること。
	①又は②のいずれかに該当すること。
①大学等・大学院における成績が優れ、将来、研究能力又は高度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力を備えて活動することができると認められること。
②大学院における学修に意欲があり、学業を確実に修了できる見込みがあると認められること。

	博士後期課程
	大学・大学院における成績が特に優れ、将来、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力を備えて活動することができると認められること。
	①又は②のいずれかに該当すること。
①大学・大学院における成績が優れ、将来、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力を備えて活動することができると認められること。
②大学院における学修に意欲があり、学業を確実に修了できる見込みがあると認められること。



